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期に抵い 1年調顛を示した。年振幅は約200μa加で、東大平洋定点、（N50o,Wl45o, Wong and Chan, 





50μ atm毎の等濃度線を描くと、等濃度線は、 3月と 7月ともほぼ同じ位置に存在した.7月は3月
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